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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月15日(2010.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　Ａは、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、５～２０員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘは、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、テ
トラゾリル、または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＳ（Ｏ）２Ｒ９であり；
　Ｗは、存在しないか、または、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ

－Ｏ－、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ－Ｎ（Ｒ１４）－、Ｃ３－６シクロアルキル、アルケ
ニルまたはアルキニルであり、該シクロアルキルまたはアルケニルは１個以上のＲ８ａで
適宜置換されていてもよく；
　ｍは、１～３であり；
　Ｚは、－ＣＮ、Ｃ３－１０アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、
ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、いずれも１個以上のＲ４で適
宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ
、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４は、各々独立して、水素、アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、
－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－
ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され、該アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、
シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上のＲ５で適宜置換されていてもよく
；
　Ｒ５は、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アル
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キニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリ
ルアルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９

、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、
－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８か
ら選択され；
　Ｒ８は、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａは、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂは、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂは、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９は、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
リールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、該アルキル
、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイク
リルアルキルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、および該ヘテロサイクリ
ルまたはヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ
原子を含むか；または
　２個のＲ９は、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａは、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルア
ルキル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（
Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ
）ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ
（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ

１４、－Ｃ（＝ＮＲ１４）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＨＣ（＝ＮＲ１４）ＮＲ１４Ｒ１４、－
Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ

１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該ア
ルキル、アリール、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およ
びヘテロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０は、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択さ
れ、該アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまた
はヘテロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテ
ロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４
個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａは、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１
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４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１

４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｎ
Ｒ１４）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＨＣ（＝ＮＲ１４）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８または
アリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４は、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａは、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１

５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｎ
Ｒ１５）ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＨＣ（＝ＮＲ１５）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１５

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ８または
アリールアルキルから選択され；
　Ｒ１５は、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択される；
ただし：
　（ｉ）　Ｗが存在しないとき、Ｚはフェニルであり、Ｘは－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、低級アル
キルまたはテトラゾリルであり、Ａはビシクロ（２，２，１）ヘプタニル、ビシクロ（２
，２，１）ヘプテニル、ビシクロ（２，２，２）オクタニル、またはビシクロ（２，２，
２）オクテニルでなく；
　（ｉｉ）　Ｗが存在しないとき、Ｚは適宜置換されたフェニル、またはヘテロサイクリ
ルであり、Ｘは－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、かつＲ９は水素
または低級アルキルであり、Ａは８－アザビシクロ（３．２．１）オクタニルでなく；
　（ｉｉｉ）　該化合物はトランス－β－デカリン－２－ベンジル－２－酢酸でなく；
　（ｉｖ）　Ａが
【化２】

のとき、
該

【化３】
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は、水素以外のＲ４の少なくとも１つで置換されている］
の化合物、またはそのエナンチオマー、ジアステレオマー、溶媒和物、もしくは塩。
【請求項２】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、５～２０員非芳香族の二環、三環または多環式環系であって、少なくとも１個
のＲ４で置換される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、６～１５員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、ま
たはテトラゾリルであり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ－
Ｏ－、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ－Ｎ（Ｒ１４）－、もしくはアルケニルであり、該アル
ケニルは１個以上のＲ８ａで適宜置換されていてもよく；
　ｍが、１～３であり；
　Ｚが、ＣＮ、Ｃ３－１０アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘ
テロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、いずれも１個以上のＲ４で適宜
置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、
およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、
－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－
ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され、該アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、
シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上のＲ５で適宜置換されていてもよく
；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アル
キニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリ
ルアルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９

、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、
－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８か
ら選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂが、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
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Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
リールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、該アルキル
、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイク
リルアルキルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、および該ヘテロサイクリ
ルまたはヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ
原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルア
ルキル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４

Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３

、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、
－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１

４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４

、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該アルキ
ル、アリール、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およびヘ
テロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択さ
れ、該アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまた
はヘテロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテ
ロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４
個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１

４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１

５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
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－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、７～１４員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、またはテトラゾリルであり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ－
Ｏ－もしくはアルケニルであり、該アルケニルは１個以上のＲ８ａで適宜置換されていて
もよく；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、ＣＮ、Ｃ３－１０アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘ
テロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、いずれも１個以上のＲ４で適宜
置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、
およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、
－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－
ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され、該アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、
シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上のＲ５で適宜置換されていてもよく
；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アル
キニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリ
ルアルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９

、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、
－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８か
ら選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂが、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
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リールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、該アルキル
、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイク
リルアルキルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、および該ヘテロサイクリ
ルまたはヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ
原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルア
ルキル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４

Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３

、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、
－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１

４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４

、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該アルキ
ル、アリール、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およびヘ
テロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択さ
れ、該アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまた
はヘテロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテ
ロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４
個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１

４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１

５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ
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８またはアリールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、７～１４員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、またはテトラゾリルであり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ）ｍ－Ｏ
－もしくはアルケニルであり、該アルケニルは１個以上のＲ８ａで適宜置換されていても
よく；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロ
サイクリルアルキルであり、いずれも１個以上のＲ４で適宜置換されていてもよく、該ヘ
テロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～
４個のヘテロ原子を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、
－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－
ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され、該アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、
シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上のＲ５で適宜置換されていてもよく
；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アル
キニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリ
ルアルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９

、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、
－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８か
ら選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂが、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
リールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、該アルキル
、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイク
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リルアルキルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、および該ヘテロサイクリ
ルまたはヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ
原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルア
ルキル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４

Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３

、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、
－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１

４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４

、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該アルキ
ル、アリール、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およびヘ
テロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択さ
れ、該アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまた
はヘテロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテ
ロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４
個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１

４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１

５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
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アルキルから選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、７～１４員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、またはテトラゾリルであり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ）ｍ－Ｏ
－もしくはアルケニルであり、該アルケニルは１個以上のＲ８ａで適宜置換されていても
よく；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキ
ルであり、いずれも１個以上のＲ４で適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルお
よびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子
を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、
－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－
ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され、該アルキル、アリール、アルケニル、アルキニル、
シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上のＲ５で適宜置換されていてもよく
；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アル
キニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリ
ルアルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９

、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、
－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８か
ら選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂが、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
リールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、該アルキル
、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイク
リルアルキルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、および該ヘテロサイクリ
ルまたはヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ
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原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルア
ルキル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４

Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３

、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、
－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１

４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４

、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該アルキ
ル、アリール、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およびヘ
テロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択さ
れ、該アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまた
はヘテロサイクリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテ
ロサイクリルおよびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４
個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１

４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、アルキ
ニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリル
アルキル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１

５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ

８またはアリールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
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　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、７～１４員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、またはテトラゾリルであり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、－（ＣＲ８ａＲ８ｂ）ｍ－Ｏ
－またはアルケニルであり、該アルケニルは１個以上のＲ８ａで適宜置換されていてもよ
く；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、アリール、アリールアルキルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、いずれも
１個以上のＲ４で適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、お
よびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、アルケニル、シクロアルキル、ヘ
テロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（
＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ
（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
Ｒ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）

２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ

２）Ｒ８から選択され、該アルキル、アリール、アルケニル、シクロアルキル、またはヘ
テロサイクリルは１個以上のＲ５で適宜置換されていてもよく；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、シク
ロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、
ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＣ
Ｆ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ

９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）

２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ

９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ

１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ
）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂが、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
リールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、該アルキル
、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイク
リルアルキルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、および該ヘテロサイクリ
ルまたはヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ
原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
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　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、シクロア
ルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハロ
、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｏ
ＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｎ
Ｒ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）２

ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４

、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＮＲ

１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４

Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該アルキル、アリール
、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およびヘテロサイクリ
ルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アリール、アリー
ルアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択され、該アルキ
ル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイ
クリルアルキルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリル
およびヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原
子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、シクロ
アルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハ
ロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ

３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１

４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ

１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）
Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－
Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８またはアリ
ールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、アルケニル、シクロ
アルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハ
ロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－ＯＣＦ

３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１

５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ

１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）
Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１５、－
Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ８またはアリ
ールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、７～１４員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍ、（－ＣＲ８ａＲ８ｂ）ｍ－Ｏ
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－もしくはアルケニルであり、該アルケニルは１個以上のＲ８ａで適宜置換されていても
よく；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、アリール、アリールアルキルまたはヘテロサイクリルアルキルであり、いずれも
１個以上のＲ４で適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルアルキルはＮ、Ｏ、お
よびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテロサイクリ
ル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、
－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ

９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－
Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から
選択され、該アルキル、アリール、シクロアルキルまたはヘテロサイクリルは１個以上の
Ｒ５で適宜置換されていてもよく；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、
シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハロ、－ＮＨ

２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ

１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ
）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ
（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、
－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは
１個以上のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　Ｒ８ａおよびＲ８ｂが、それらが結合している炭素と一緒になって、３～７員環（Ｎ、
Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を適宜含んでいてもよく、０～３個の
Ｒ９ａで適宜置換されていてもよい）を形成し；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリール、ア
リールアルキル、またはヘテロサイクリルであり、該アルキル、シクロアルキル、アリー
ル、アリールアルキルまたはヘテロサイクリルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていて
もよく、該ヘテロサイクリルは、Ｎ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子
を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、シク
ロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハロ、＝Ｏ、－Ｎ
Ｈ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－Ｏ
Ｒ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４

、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ
（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（
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＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、
－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）

２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２

）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該アルキル、アリール、シクロアル
キル、シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、およびヘテロサイクリルアルキルは
０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、
ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択され、該アルキル、シクロア
ルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキ
ルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルおよびヘテロ
サイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、シ
クロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハロ、－ＮＨ２

、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１

４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ
）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｎ
Ｒ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ

１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８またはアリールアルキル
から選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリールアルキル
は０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、シ
クロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ヘテロサイクリルアルキル、ハロ、－ＮＨ２

、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１

５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－
Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ
）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｎ
Ｒ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ

１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ８またはアリールアルキル
から選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、アリールまたはアリール
アルキルから選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含む、７～１４員非芳香族の二環、三環または多環式環系であり、１個以上のＲ４で
適宜置換されていてもよく；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍもしくは－（ＣＲ８ａＲ８ｂ）

ｍ－Ｏ－であり；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、アリールまたはアリールアルキルであり、それらは１個以上のＲ４で適宜置換さ
れていてもよく；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテロサイクリ
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ル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、
－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ

９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－
Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から
選択され、該アルキル、アリール、シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上
のＲ５で適宜置換されていてもよく；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、
シクロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ
（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｓ
Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ
（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３

、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ
）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、
または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは１個以上のＲ９ａで適
宜置換されていてもよく；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリールまた
はヘテロサイクリルであり、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはヘテロサイク
リルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルは、Ｎ、Ｏ、
およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、シク
ロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－
Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－
ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１

４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）

２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ
（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４

、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ

１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０

、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリール
アルキルから選択され、該アルキル、アリール、シクロアルキル、シクロアルキルアルキ
ルおよびヘテロサイクリルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、
ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキルから選択され、該アルキル、シクロア
ルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロサイクリルまたはヘテロサイクリルアルキ
ルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルおよびヘテロ
サイクリルアルキルはＮ、Ｏ、およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、シ
クロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（
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＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ

１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、
－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
Ｒ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－
ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８またはアリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリールから選択
され、該アルキル、シクロアルキルまたはアリールは、０～３個のＲ１４ａで適宜置換さ
れていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、シ
クロアルキルアルキル、ヘテロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（
＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ

１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、
－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
Ｒ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－
ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ２）Ｒ８またはアリールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキルまたはアリールから選択さ
れる、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含み、１個以上のＲ４で置換されている、７～１２員非芳香族の二環、三環または多
環式環系であり　；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍであり；
　ｍが、１または２であり；
　Ｚが、アリールまたはアリールアルキルであり、それらは１個以上のＲ４で適宜置換さ
れていてもよく；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテロサイクリ
ル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、
－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ

９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－
Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から
選択され、該アルキル、アリール、シクロアルキル、またはヘテロサイクリルは１個以上
のＲ５で適宜置換されていてもよく；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、
ヘテロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＯＲ１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ

９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－
ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ

１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）
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Ｒ８から選択され；
　Ｒ８が、各々独立して、アルキル、アリールまたはヘテロサイクリルであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素またはアルキルであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、－ＯＲ１０または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり、該アルキルは１個以上のＲ９ａで適
宜置換されていてもよく；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アリールまた
はヘテロサイクリルであり、該アルキル、シクロアルキル、アリールまたはヘテロサイク
リルは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルは、Ｎ、Ｏ、
およびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含むか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテ
ロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝
Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）

２Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、
－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ
）ＯＲ１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４

Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４またはアリールアルキルから選択され、該
アルキル、アリール、シクロアルキルおよびヘテロサイクリルは０～３個のＲ１０ａで適
宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキル、アリール、アリールアルキルまたはヘテロサイク
リルから選択され、該アルキル、アリール、アリールアルキルまたはヘテロサイクリルは
０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく、該ヘテロサイクリルは、Ｎ、Ｏ、およ
びＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含み；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、ヘ
テロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１

４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ

３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４

、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｃ
Ｆ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ
（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ

２）Ｒ８またはアリールアルキルから選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキルまたはアリールから選択さ
れ、該アルキル、シクロアルキルまたはアリールは、０～３個のＲ１４ａで適宜置換され
ていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、ヘ
テロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ１５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１

５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ

３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５

、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｃ
Ｆ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ
（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ
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２）Ｒ８またはアリールアルキルから選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素、アルキル、シクロアルキルまたはアリールから選択さ
れる、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ａが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される１～３個のヘテロ原子を
適宜含み、１個以上のＲ４で置換されている７～１０員非芳香族の二環、三環または多環
式環系であり；
　Ｘが、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９であり；
　Ｗが、存在しないか、または（－ＣＲ８ａＲ８ｂ－）ｍであり；
　ｍが、１であり；
　Ｚが、アリールまたはアリールアルキルであり、それらは１個以上のＲ４で適宜置換さ
れていてもよく；
　ただし、ＷおよびＺ、またはＷが存在しないときのＸおよびＺは、環Ａ上の同一炭素に
結合し；
　Ｒ４が、各々独立して、水素、アルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテロサイクリ
ル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１

０、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、
－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ

９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－
Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から
選択され、該アルキル、アリール、シクロアルキルまたはヘテロサイクリルは１個以上の
Ｒ５で適宜置換されていてもよく；
　Ｒ５が、各々独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、
ヘテロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＯＲ１０、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ

９Ｒ９、－ＮＲ９Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｒ９、－ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ９

Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ９Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－
ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ

１０、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－ＮＲ９Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ９Ｓ（Ｏ２）
Ｒ８から選択され；
　Ｒ８が、各々独立してアルキルまたはアリールであり；
　Ｒ８ａが、各々独立して、水素またはアルキルであり；
　Ｒ８ｂが、各々独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、アルキル、－ＯＨ、ハロ、－ＣＮ
、または－ＯＲ１０であり；
　Ｒ９が、各々独立して、水素、アルキル、アルコキシまたはアリールであり、該アルキ
ルまたはアリールは０～５個のＲ９ａで適宜置換されていてもよいか；または
　２個のＲ９が、それらが結合している窒素と一緒になって、２～１０個の炭素原子およ
びＮ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）およびＳ（Ｏ）２から選択される０～４個のさらなるヘテロ原子
を含む、不飽和、飽和または部分飽和環式環系を形成し、該環系は、１個以上のＲ９ａで
適宜置換されていても、または１個以上のＲ９ａと適宜縮合していてもよく；
　Ｒ９ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテ
ロサイクリル、ハロ、＝Ｏ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝
Ｏ）ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
Ｒ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２

ＣＦ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ

１０、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）

２Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、
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－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ
）ＯＲ１０、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ２）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ１４

Ｒ１４、または－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４から選択され、該アルキル、アリー
ル、シクロアルキルおよびヘテロサイクリルは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていて
もよく；
　Ｒ１０が、各々独立して、アルキルまたはアリールから選択され、該アルキルまたはア
リールは０～３個のＲ１０ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１０ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、ヘ
テロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ１４、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１４、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１

４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２ＣＦ

３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１４

、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１４Ｓ（Ｏ）２Ｃ
Ｆ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ
（＝Ｏ）Ｒ１４、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１４、－ＮＲ１４Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ１４

Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され；
　Ｒ１４が、各々独立して、水素、アルキルまたはアリールから選択され、該アルキルま
たはアリールは０～３個のＲ１４ａで適宜置換されていてもよく；
　Ｒ１４ａが、各々独立して、アルキル、ハロアルキル、アリール、シクロアルキル、ヘ
テロサイクリル、ハロ、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）
ＯＲ１５、－ＯＣＦ３、－ＯＲ１５、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＲ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１

５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２ＣＦ

３、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５

、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１５Ｓ（Ｏ）２Ｃ
Ｆ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ
（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－ＮＲ１５Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８、または－ＮＲ１５

Ｓ（Ｏ２）Ｒ８から選択され；および
　Ｒ１５が、各々独立して、水素またはアルキルから選択される、請求項１に記載の化合
物。
【請求項１２】
　下式の化合物からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【化４】
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【化５】
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【化６】
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【化７】
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【化８】
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【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】
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【化１３】
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【化１４】
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【化１５】
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【化１６】
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【化１７】
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【化１８】
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【化１９】
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【化２０】
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【化２１】
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【化２２】
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【化２３】
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【化２４】
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【化２５】
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【化２６】
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【化２７】
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【化２８】
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【化２９】
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【化３０】



(50) JP 2010-501589 A5 2010.11.4

【化３１】
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【化３２】
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【化３３】
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【化３４】
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【化３５】
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【化３６】
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【化３７】
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【化３８】
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【化３９】
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【化４０】
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【化４１】
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【化４２】
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【化４３】
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【化４４】
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【化４５】
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【化４６】

【請求項１３】
　請求項１に記載の化合物、ならびに適宜、医薬的に許容される担体および／または少な
くとも１個の追加の治療剤を含む、医薬組成物。
【請求項１４】
　糖尿病、高血糖、肥満、脂質代謝異常、高血圧、認知障害、関節リウマチ、骨関節炎、
緑内障、クッシング病および代謝症候群を治療し、予防し、またはその進行を遅らせるた
めの医薬の製造における、請求項１に記載の化合物の少なくとも１つの使用。
【請求項１５】
　式ＩｈまたはＩｉ：
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【化４７】

［式中、Ａ、Ｘ、ＷおよびＺは、請求項１に定義される］の化合物の調製方法であって、
式Ｉｆ：
【化４８】

のラセミ化合物を、ピキア、ハンゼヌラ、カンジダまたはロドトルラからなる群から選択
される微生物によって生成された酵素レダクターゼ（例えばケトレダクターゼ）で還元す
ることを特徴とする、該方法。
【請求項１６】
　下式の化合物からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。

【化４９】
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【化５０】



(68) JP 2010-501589 A5 2010.11.4

【化５１】
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【化５２】
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【化５３】
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【化５４】
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【化５５】

【請求項１７】
　下式：
【化５６】

の化合物、またはそのエナンチオマー、ジアステレオマー、溶媒和物、もしくは塩。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の化合物を含む、医薬組成物。
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【請求項１９】
　医薬的に許容される担体をさらに含む、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　少なくとも１つの追加の治療剤をさらに含む、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　糖尿病、高血糖、肥満、脂質代謝異常、高血圧、認知障害、関節リウマチ、骨関節炎、
緑内障、クッシング病および代謝症候群を治療し、予防し、またはその進行を遅らせるた
めの医薬の製造における、請求項１７に記載の化合物の使用。
【請求項２２】
　下式：
【化５７】

の化合物、またはそのエナンチオマー、ジアステレオマー、溶媒和物、もしくは塩。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の化合物を含む、医薬組成物。
【請求項２４】
　医薬的に許容される担体をさらに含む、請求項２３に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　少なくとも１つの追加の治療剤をさらに含む、請求項２３に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　糖尿病、高血糖、肥満、脂質代謝異常、高血圧、認知障害、関節リウマチ、骨関節炎、
緑内障、クッシング病および代謝症候群を治療し、予防し、またはその進行を遅らせるた
めの医薬の製造における、請求項２２に記載の化合物の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　略語
　実施例および本明細書における他の箇所において、下記の略語を用いる:
Ph=フェニル
Bn=ベンジル
i-Bu=イソブチル
Me=メチル
Et=エチル
Pr=プロピル
Bn=ベンジル
Bu=ブチル
Cbz=カルボベンジルオキシまたはカルボベンゾキシまたはベンジルオキシカルボニル
BOI=2-(1H-ベンゾトリアゾール-1-イルオキシ)-4,5-ジヒドロ-1,3-ジメチル-1H-イミダゾ
リウム
BOP=2-(1H-ベンゾトリアゾール-1-イル）トリス(ジメチルアミノ)ホスホニウム ヘキサフ
ルオロホスファート
CBMIT=1,1’-カルボニルビス(3-メチルイミダゾリウム)トリフラート
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CDI=1,1’-カルボニルジイミダゾール
CMBI=2-クロロ-1,3-ジメチル-1H-ベンズイミダゾリウムヘキサフルオロホスファート
DCC=1,3-ジシクロヘキシルカルボジイミド
DCM=ジクロロメタン
DEAD=アゾジカルボン酸ジエチル
DIAD=アゾジカルボン酸ジイソプロピル
DIC=1,3-ジイソプロピルカルボジイミド
DIEA=N,N-ジイソプロピルエチルアミン
DMA=N,N-ジメチルアセチルアミド
DMAP=4-(ジメチルアミノ)ピリジン
DMPU=N,N’-ジメチル-3,4,5,6-テトラヒドロ-2(1H)-ピリミジノン
DMF= N,N-ジメチルホルムアミド
DMSO=ジメチルスルホキシド
EtOAc=酢酸エチル
EDC／EDCI／EDAC=3-エチル-3'-(ジメチルアミノ)プロピル-カルボジイミド塩酸塩（また
は1-[(3-(ジメチル)アミノ)プロピル])-3-エチルカルボジイミド塩酸塩）
HBTU=1-[ビス(ジメチルアミノ)メチレン]-1H-ベンゾトリアゾリウムヘキサフルオロホス
ファート(1-)3-オキシド
HOAcまたはAcOH=酢酸
HOAT=1-ヒドロキシ-7-アザベンゾトリアゾール
HOBT=1-ヒドロキシベンゾトリアゾール
HRMS=高分解能マススペクトル
LAH=水素化アルミニウムリチウム
LDA= リチウム ジイソプロピルアミド
LiN(TMS)2=リチウム ビス(トリメチルシリル)アミド
mCPBA=3-クロロペルオキシ安息香酸
MsCl=塩化メタンスルホニル
Nf=ノナフルオロ-1-ブタンスルホニル
Nf-F=ノナフルオロ-1-ブタンスルホニルフルオリド
NMP=N-メチルピロリドン
NBS=N-ブロモコハク酸イミド
n-BuLi=n-ブチルリチウム
Pd／C=パラジウム炭素
PtO2=酸化白金
PyBOP=ベンゾトリアゾール-1-イルオキシトリピロリジノホスホニウムヘキサフルオロホ
スファート
SOCl2=塩化チオニル
TBAF=フッ化テトラブチルアンモニウム
TBS=tert-ブチルジメチルシリル
TBTU=O-ベンゾトリアゾリルテトラメチルイソウロニウムテトラフルオロボラート
Tf=トリフルオロメタンスルホニル
TMS=トリメチルシリル
TEA=トリエチルアミン
TFA=トリフルオロ酢酸
THF=テトラヒドロフラン
TOSMIC=トシルメチル イソシアニド
equiv＝当量
min＝分
hまたはhr＝時間
L＝リットル
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mL＝ミリリットル
μL＝マイクロリットル
g＝グラム
mg＝ミリグラム
mol＝モル
mmol＝ミリモル
meq＝ミリ当量
RT＝室温
satまたはsat'd＝飽和
aq.＝水性
TLC＝薄層クロマトグラフィー
HPLC＝高速液体クロマトグラフィー
HPLC Rt＝HPLC保持時間
LC/MS＝高速液体クロマトグラフィー/質量分析
MSまたはMass Spec＝質量分析
NMR＝核磁気共鳴

実施例1および2
それぞれ、2-(4’-フルオロフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-酢酸、および2
-(4’-フルオロフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカ-2-イル-プロパン二酸
【化２９】

化合物1A.  5-(2-アダマンチリデン)-2,2-ジメチル-1,3-ジオキサン-4,6-ジオン

【化３０】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　この物質はAldrich社から市販されている。それはまた、下記の方法を用いて合成する
こともできる: 2-アダマンタノン(1.5g、10mmol）、メルドラム酸(1.73g、12mmol）、お
よび触媒量のピペリジン(5滴)の無水ピリジン(10mL)中溶液をアルゴン下で5日間攪拌した
。この時間の後、該溶液を氷水(30mL)に注ぎ、該生じた混合物を室温で20分間攪拌した。
この間の終わりに、該生じた沈殿物を濾過して集め、冷水(15mL)で洗浄した。該生じた固
体を真空で乾燥して、化合物1A(2.43g、収率88％)を白色固体として得た。

化合物1B.  2,2-ジメチル-5-(2-(4’-フルオロフェニル)トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカ-2
-イル）-1,3-ジオキサン-4,6-ジオン
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【化３１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　攪拌した2-アダマンタン カルボン酸(114.5mg、0.635mmol）の無水THF(6mL)中溶液に、
-40℃、アルゴン下でLDA(0.79mL、1.588 mmol）、続いてDMPU(93μL、0.688mmol）をゆっ
くり加えた。添加が完了次第、該混合物を徐々に室温にまで放温しながら、1時間攪拌し
た。この時間の後、該反応混合物を0℃に冷却し、臭化ベンジル(83μL、0.699mmol）を加
えた。該生じた混合物を2時間かけて室温に加温した。所定の温度となったら、HCl水溶液
(1mL、1N)を加えて該反応をクエンチした。該反応混合物をEtOAc(3×5mL)で抽出し、該有
機層を合わせて、乾燥し(Na2SO4)、その後、濃縮して、粗生成物を得た。該粗生成物をカ
ラムクロマトグラフィー(SiO2、2％MeOH／CH2Cl2（0.1％HOAc含有）)によって精製し、不
純物の少ない生成物を得た。この不純物の少ない生成物をさらにプレパラティブHPLCによ
って精製し、実施例5(29mg、収率17％)を 白色固体として得た。HPLC Rt(方法A): 7.301
分; 1H NMR(400 MHz, CDCl3)δ ppm 7.17 - 7.26(m, 3 H), 7.09 - 7.15(m, 2 H), 3.08(
s, 2 H), 2.27(d, J=11.9 Hz, 2 H), 2.14(s, 2 H), 1.83 - 1.98(m, 4 H), 1.69 - 1.79
(m, 6 H).

実施例6
2-(4-フルオロフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-ヒドロキシメチル-2-酢酸
【化３９】

化合物6A.  2-(4-フルオロフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-ベンジルオキシ
-2-酢酸
【化４０】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　2-アダマンタノン(1.214g、8.081 mmol）のTHF(10mL)中溶液に室温で4-フルオロフェニ
ルマグネシウムブロミド(4.45mL、8.89mmol、2.0M Et2O中)をゆっくり加えた。該反応混
合物を65℃に加熱しながら、それを1時間攪拌した。この時間の後、該反応混合物を室温
になるまで放冷し、NH4Cl(飽和水溶液、10mL)でクエンチし、その後、Et2O(2×20mL)で抽
出した。該有機層を合わせて、H2Oおよび食塩水で洗浄し、Na2SO4で乾燥し、濾過した。
該濾液を減圧下で濃縮して、化合物8A(1.59g、80％)を淡黄色固体として得た。

化合物8B.  2-アリルオキシ-2-(4-フルオロフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン
【化４６】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　実施例8を、化合物8Cおよび他の適当な試薬を利用して、実施例4に記載の方法と同様に
調製した。1H NMR(400 MHz, CDCl3)δ ppm 7.38 - 7.49(m, 2 H), 6.97 - 7.16(m, 2 H),
 3.59(s, 2 H), 2.63(s, 2 H), 2.23(s, 2 H), 1.94(s, 1 H), 1.56 - 1.84(m, 10 H); H
RMS(ESI):  C18H20O3Fの計算値: 303.1396、実測値: 303.1401.

実施例9
2-(3’-シアノフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-酢酸

【化４８】

化合物9A.  2-(3’-ヒドロキシフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-酢酸
【化４９】

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
　2-(3’-メトキシフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-酢酸(199mg、0.667mmol
、実施例1に記載の方法に従って調製した)のCH2Cl2(5mL)中溶液に、-78℃、アルゴン下で
BBr3(1.33mL、1.33mmol、1 M CH2Cl2中溶液)を加えた。該混合物を慎重に室温に加温し、
その後、室温で2時間攪拌した。この時間が完了したら、該反応混合物を飽和NaHCO3(水溶
液、1mL)でクエンチし、その後、該溶媒を蒸発乾固して、残渣を得た。該残渣をプレパラ
ティブHPLCによって精製し、化合物9A(152.7mg、収率80％)を白色固体として得た。HPLC 
Rt(方法A): 5.480分; 1H NMR(400 MHz, CDCl3)δ ppm 7.11(t, J=7.9 Hz, 1 H), 6.84(d,
 J=8.8 Hz, 1 H), 6.74 - 6.80(m, 1 H), 6.60(dd, J=7.9, 1.8 Hz, 1 H), 3.04(br. 1 H
), 2.37 - 2.65(m, J=31.2 Hz, 3 H), 2.14(s, 2 H), 1.83 - 1.96(m, 3 H), 1.77(d, J=
13.6 Hz, 3 H), 1.62 - 1.72(m, 4 H), 1.53(d, J=12.3 Hz, 2 H).

化合物9B.
【化５０】

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
　攪拌した実施例13(14.4mg、0.047mmol）の無水THF(1.0mL)中溶液に室温、アルゴン下で
メチルマグネシウムブロミド(0.4mL、0.56mmol、1.4M THF中)を加えた。添加が完了次第
、該反応混合物を65℃に加熱しながら、それを1時間攪拌した。この時間の後、該溶媒を
減圧下で除去して、残渣を得た。該残渣をプレパラティブHPLCによって精製し、実施例18
(7.2mg、収率48％)を白色固体として得た。HPLC Rt(方法B): 7.00分; HRMS(ESI):  C19H2
2O3Fの計算値: 317.1553、実測値: 317.1544; 1H NMR(400 MHz, CD3OD)δ ppm 7.41 - 7.
56(m, 1 H), 7.19 - 7.32(m, 1 H), 6.83 - 7.04(m, 2 H), 3.11(d, J=13.6 Hz, 1 H), 2
.76 - 2.91(m, 1 H), 2.39 - 2.52(m, 3 H), 2.32(d, J=13.6 Hz, 1 H), 2.19(dd, J=14.
3, 2.7 Hz, 1 H), 1.81 - 2.03(m, 3 H), 1.70 - 1.81(m, 2 H), 1.57 - 1.67(m, 1 H), 
1.51(s, 1 H), 1.35(s, 3 H).

実施例19
2-(4-フルオロフェニル)-2-(1H-テトラゾール-5-イルメチル)アダマンタン
【化５５】

化合物19A.  2-(4-フルオロフェニル)-トリシクロ[3.3.1.1.3,7]デカン-2-アセトアミド
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【化５６】
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